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はじめに 
 

本取扱説明書は Agilent OpenLAB CDS EZChrom Edition ソフトウェアの操作に慣れること

を主目的に Agilent 1200 Infinity LC（Agilent 1220,1260、1290Infinity）との組み合わせ

でその操作の概要を説明したものです。本書に記述されていないソフトウェアおよび装置の

詳細な説明についてはオンラインヘルプ、リファレンスガイド、ユーザーガイド等を参照してく

ださい。 
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第１章 OpenLAB EZChrom Edition の起動 
 

1. コンピュータと 1200Infinity を LAN ケーブルで接続し、1200Infinity の電源を入れま

す。 

  
 

OpenLAB コントロールパネルのアイコンをクリックします。  

（またはデスクトップ上の 1260Infinity（オンライン）や 1220（オンライン） ショートカット

アイコンより、直接装置起動が可能です。  

 

 

 

 

 

2. ナビゲーションパネルで機動する装置を選択し、【プロジェクト】を選択し、【起動】をクリ

ックします。 

 
 

3. OpenLAB EZChrom のオンラインのメイン画面が起動します。 

 

装置を選択 

起動をクリック 

プロジェクトを選択 
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4. 装置ウィザードの表示 

  

 装置アプリケーション起動時に表示され 

ます。基本的な操作へのショートカット 

になっています。[OK]をクリックすると 

下記のアプリケーション画面が表示され 

ます。 
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5.装置の準備 

 

5-1.1220、1260Infinity LC システムの準備（システムパージ） 

 

1）ポンプの各チャンネルに、アプリケーションで使用する移動相をセットします。 

 

2）ナビゲーションバーの[コントロール]-[装置ステータス]を選択し、装置ステータスウインド

ウを開きます。 

 

 
 

3）ポンプをパージします。ポンプのパージバルブを開きます。装置ステータス下部装置の

電源オン（緑色ボタン）をクリックします。 

 

装置ステータスウィンドウのポンプで右クリックを押し、表示されたメニューからメソッド

を選択します。 

 

流量を変更（流量を増やす、例 3ｍL/min）

します 

溶媒チャンネル B をオフまたは 0％に設定します。 
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  画面下の OK ボタンを押すと、A チャンネルのパージが開始します。 

 

4）A チャンネルのパージが終了したら、ポンプメソッド画面（前ページ 6．参照）に再度入り、

溶媒チャンネル B の％を 100 に設定し、OK ボタンを押します。 B チャンネルのパー

ジが終了したら、画面下のオフ（赤色ボタン）を押し、ポンプを止めます。 

 

 
 

クォータナリポンプを使用する場合は、引き続き同じパージ操作を C チャンネル、D チ

ャンルについても実施してください。 
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5-2.1290Infinity LC システムの準備 

 

1）ポンプの各チャンネルに、アプリケーションで使用する移動相をセットします。 

 

2）ナビゲーションバーの[コントロール]-[装置ステータス]を選択し、装置ステータスウインド

ウを開きます。 

 

 
 

3）ポンプをパージします。 

GUI のポンプで右クリックを押し、表示されたメニューからコントロールを選択します。 

 
 

 

 

①パージの時間と流量を入力します。（例：時間 10min、流量 3mL/min） 
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②B％を設定します。まず、A をパージするために、B％は 0.00 に設定します。 

③Ok をクリックします。 

 
 

4）ポンプを右クリックし、メニューからパージオンを選択します。パージが開始します。 

 
 

5）B チャンネルのパージを実施します。 

①パージ時間と流量を入

②B%を設定 
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①パージの時間と流量を入力します。（例：時間 10min、流量 3mL/min） 

②B％を設定します。続いて B をパージするために、B％は 100 に設定します。 

③Ok をクリックします。 

 
 

GUI を右クリックし、メニューからパージオンを選択します。 

①パージ時間と流量を入

②B%を設定 
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 ＜装置画面について＞ 

メニュー、ツールバー、ナビゲーションバー、インテグレーションイベントが表示されていま

す。 

 

 
 

 

 

メニュー 

ナビゲーションバー 

ツールバー 

インテグレーションイベント 
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第２章 メソッドの作成 
 

２-１ 新規メソッドを作成する ＜1220Infinity LC＞ 

 

メニューの[ファイル]-[新規]をクリックして、空白.metを選択しOKを押します。機器条件画面

を表示します。 

 

1. 各タブをクリックして機器条件を設定します。 

A) カラムオーブンタブの設定 

・温度（℃）を入力します 
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B) ポンプ（グラジエントポンプ/アイソクラティックポンプ）タブの設定 

・流量（mL/min）を入力します。 

・溶媒に移動相の種類（例：Water,ACN）、B の組成比（%）を入力します。 

・ストップタイムを入力します。 

・圧力制限：最小（例：0bar）と、最高（例：600bar）の圧力を入力します。 

・詳細設定（タイムテーブル）：グラジエント分析を行いたい場合は行を追加しグラジ

エント条件（時間、パラメータ）を設定します。 

 

 
 

C) VWD タブの設定 

・波長を入力します。ピーク幅を選択します。 
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D) サンプラタブの設定 

・注入量を入力します。 

・ニードル洗浄付き注入を選択した場合はニードル洗浄のバイアル番号を指 

定します。 

・ストップタイムを入力します。 

 
 

E) 補助トレースタブの設定：シグナルのほかに取り込みたいパラメータ（ポンプ圧力、リ

ップル等）がある場合は項目を選択します。 

F) ベースラインチェックタブの設定：ベースラインチェック、ノイズチェックを行いたい場

合に設定します。 

    
 

G) トリガータブの設定 

・トリガータイプを「外部」に設定します。 

（外部検出器がなく、1220 のみの接続でもトリガーを必ず「外部」に設定してくださ

い） 
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3. ナビゲーションバーの[メソッド]-[レポート]をクリックして、メソッドレポートウインドウを表示し

ます 

4. レポートスタイルウインドウ上で右クリックし、レポートのインポートを選択します。レポートテ

ンプレートの中からテンプレート（例：ESTD.ｓｒｐ）を選択します。 

 
 

5. メニューの[ファイル]- [名前をつけて保存] -[メソッド]を選択し、任意の名前でメソッドを

保存します。 
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２-２ 新規メソッドを作成する ＜1260/1290 Infinity LC＞ 

 

メニューの[ファイル]-[新規]をクリックして、空白.metを選択しOKを押します。機器条件画面

を表示します。 

 

2. 各タブをクリックして機器条件を設定します。 

A) カラムコンパートメントタブの設定 

・温度（℃）を入力します。（検出器セルと同期させることも可能） 

 カラムコンパートメントのヒーターは右と左で個々に設定が可能です。 

 

・内蔵バルブがある場合は、ポジションを設定します。 

・必要時、詳細設定を変更します。 
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B) ポンプ（グラジエントポンプ/アイソクラティックポンプ）タブの設定 

・流量（mL/min）を入力します。 

・溶媒に移動相の種類（例：Water,ACN）、B の組成比（%）を入力します。 

・ストップタイムを入力します。 

・圧力制限：最小（例：0bar）と、最高（例：600bar）の圧力を入力します。 

・詳細設定（タイムテーブル）：グラジエント分析を行いたい場合は行を追加しグラジ

エント条件（時間、パラメータ）を設定します。 
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C)-1.VWD タブの設定 

・波長を入力します。ピーク幅を選択します。 
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C)-2.DAD タブの設定 

    ・シルナル A から H までの 8 波長の設定が可能です。使用するシグナルに☑を入れま

す。 

波長、バンド幅を入力します。必要時、リファレンス及びバンド幅を入力します。 

    ・ピーク幅を選択します。 

    ・ストップタイムを設定します（通常、ポンプ/インジェクタと同期を選択） 

    ・スペクトルの採取方法を選択します。スペクトル採取時はすべてを選択してください。 

    ・スリット幅の変更が可能です。（1、2、4、8nm から選択） 

    ・取り込みに必要なランプオンを設定します。高感度分析および 500nm 以上の波長で

のデータ採取が必要な場合は、☑UV ランプをチェックします。 

 

    ・タイムテーブルを使用することで時間で波長切り替え、スペクトル取り込みモードの変

更等が行えます。 
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D)サンプラタブの設定 

・注入量を入力します。 

・ニードル洗浄付き注入を選択した場合はニードル洗浄のモードを次のいづれかを

選択します。 

 

フラッシュポート：洗浄時間を入力します。 

洗浄バイアル：洗浄用バイアル位置と回数を入力します。 

 

・ストップタイムを設定します。（通常、ポンプと同期を選択） 

・必要に応じで、詳細設定を変更します。 

  サンプル粘度によって、吸引速度/吐出速度を変更します。 

 

・ハイスループット分析時は、ハイスループットについて設定します。 

 スループットを高める場合は、☑オーバーラップインジェクションの有効化をチェッ

クします。 

 
 

 

E)補助トレースタブの設定：シグナルのほかに取り込みたいパラメータ（ポンプ

圧力、リップル等）がある場合は項目を選択します。 

 

F）ベースラインチェックタブの設定：ベースラインチェック、ノイズチェックを行いたい場合

に設定します。 
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C) トリガータブの設定 

・トリガータイプを「外部」に設定します。 

（外部検出器がなく、1220 のみの接続でもトリガーを必ず「外部」に設定してくださ

い） 

 
 

3. ナビゲーションバーの[メソッド]-[レポート]をクリックして、メソッドレポートウインドウを表示し

ます 

4. レポートスタイルウインドウ上で右クリックし、レポートのインポートを選択します。レポートテ

ンプレートの中からテンプレート（例：ESTD.ｓｒｐ）を選択します。 

 
 

5. メニューの[ファイル]- [名前をつけて保存] -[メソッド]を選択し、任意の名前でメソッドを

保存します。 
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２-３ メソッドを保存する 

 

１． [ファイル]- [名前を付けて保存] -[メソッド]-をクリックします 

 

 
 

 

２． [ファイル名]の欄に保存するメソッドファイルの名前を入力します。 

 入力が完了したら、[保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 *メソッドファイルの拡張子.met は自動的に付きます。 

 *メソッドを上書き保存する場合: [ファイル] -[上書き保存] -[メソッド]をクリックしま

す。 
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第３章 サンプルの分析（シングルラン） 
 

３-１ メソッドの読み込み 

 

１． [ファイル] -[開く] -[メソッド]をクリックします。または をクリックして[メソッドを開

く]を選択します 

 

２． メソッドの一覧からサンプルの分析に使用するメソッドを選択し、[開く]をクリックしま

す。 

 

３． メソッドが読み込まれると、装置アプリケーションウィンドウのタイトルバーに読み込んだ

メソッド名が表示されます。 

 

 

 

 

 

３-２ メソッドのダウンロードとステータスの確認 

 

1. メニューの[コントロール]-[ダウンロードメソッド] を選択します。 

→メソッドの条件が装置に転送されます。 

 
 

2. 装置ステータス画面で各モジュールが待機（レディ）状態になっていることを確認しま

す。 

  画面下のオン（緑色ボタン）を押して 

  送液を開始します。 
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３-３シグナルを確認する 

 

１． メニューバーの[表示]メニューの[オンラインシグナル]をクリックします。 

 

 
 

変更キーを押します。 

 

２． 表示したいシグナルを“使用可能シグナル”から“選択したシグナル”に追加します。 

 
 

シグナルが表示されベースラインの安定、ポンプ圧力の安定を確認することができます。 
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３-４サンプル情報の入力と分析の開始 

１． [シングルラン]ボタン を、またはツールバーのシングルランアイコンをクリックしてク

リックして[シングルラン]ダイアログボックスを開きます。。 

 

 
 

＜分析情報＞ 

・ ｻﾝﾌﾟﾙ ID: サンプルの ID（識別）情報を入力します。 をクリックしてあらかじめ

設定された ID から選択することも可能です（複数選択可）。 

・ ﾒｿｯﾄﾞ:  現在読み込まれているメソッドが入力されています。他のメソッドを使用

する場合、 をクリックしてメソッドを選択します。 

・ ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ: データファイル名を入力します。 をクリックしてあらかじめ設定され

た命名法から選択することも可能です（複数選択可）。 

・ 結果ﾊﾟｽ: データファイルを保存するパスを設定します。 をクリックしてパスを

選択します。 

・ 結果名：結果ファイル（結果と PDF ファイルが含まれた結果ファイル名を入力しま

す。ここに入力した名前はフォルダ名としても利用されます。 

・ 繰り返し回数: 繰り返し回数を入力します。 

・ バイアル番号を入力します。 

 

[スタート]ボタンをクリックして分析（データの取り込み）を開始します。クロマトグラムウインド

ウと補助トレース画面が表示されます。 

バイアル番号
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3. 分析中に現在のキューの確認、変更、追加を行うことができます。ツールバーのラン

キューボタン  、またはナビゲーションバーの[コントロール]-[ランキュー]を 

選択し、ランキューウインドウを表示します。 

 

 

シーケンス、データ解析の詳細については、別紙“OpenLAB CDS EZChrom Edition 

B.04.03 簡易取扱説明書”を参照ください、
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第４章 OpenLAB CDS EZChrom Editione の終了 
 

１２-１ OpenLAB CDS EZChrom Edition の終了 

 

１． [ファイル]-[終了]をクリックします。またはウィンドウ右上の ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
OpenLAB コントロールパネルが立ち上がっている場合は、コントロールパネルも上記と同じ

方法でクローズします。 
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付録 

 

付録 A   ツールバー 
 

メインツールバー 

 

 新規作成  シーケンス編集 

 開く  シーケンス解析 

 保存  検量線 

 印刷  カスタムレポートを編集 

 チャンネルを選択  解析 

 切り取り  解析/ｼﾝｸﾞﾙﾚﾍﾞﾙｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 

 コピー  プレビューラン 

 貼り付け  シングル ラン 

 機器条件  シーケンス ラン 

 ピーク/グループテーブル  ランキュー 

 インテグレーションイベント  分析中止 

 MIF テーブル  機器ウィザード 

 
 ヘルプ 

 

インテグレーションイベントツールバー 
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 ピーク幅  マニュアルベースライン 

 検出感度  マニュアルピーク 

 肩ピーク処理  垂直分割 

 解析オフ  ピーク開始点変更 

 谷渡り処理  ピーク終了点変更 

 ベースライン水平処理  ベースラインの移動 

 後方ベースライン水平処理  ベースライン終了点移動 

 最下限ベースライン水平処理   

谷渡り処理ベースラインリセット 

 テーリング処理  RT 許容値の調整 

 リーディング処理  グループ範囲の調整 

 最小ピーク面積  シングルピーク設定 

 反転ピーク処理  ピーク指定 

 簡易グルーピング  グループ指定 

 同定ピークの変更  サンプル間隔 
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シーケンスツールバー 

 

 

シーケンスの[Review]をオンにした時に使用します。指定した方法でシーケンスが一時停

止するので、次のラインを開始するにはこの下矢印をクリックします。 

 

メソッドツールバー 

 

 

矢印をクリックすると、メソッドの編集画面を順番に表示します。フロッピーのボタンを押すと

[Save Method As]ダイアログボックスを表示します。 
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アジレント･テクノロジー株式会社 
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